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最近首都圏で，精神科医は薬物中毒を治療するのではなく薬の売人になってい

る，背景に精神科クリニックの開業ラッシュがあるという番組が放送されたらし

い。リタリンに始まり，今から問題になりそうなベタナミン，さらに中毒性のあ

る薬としてデパス，セルシン，ソラナックスなどが一覧表で示され，これらの薬

は十把一絡げで危険であるかのような印象を与える内容であったということであ

る。この種のメディア姿勢は，一般の注意を喚起し患者が主治医との対話の中で

認識を深める，という方向に働くのであれば特に目くじらを立てるようなもので

はない。しかしあたかも病院やクリニックは押しなべて悪いという印象を与え，

医療不信と医師攻撃を助長するのであれば問題が多い。さらに，治療中の患者が

不安になって服薬を中止し症状の悪化を来すようなことがあれば大問題である。

●

精神保健関連のメディア報道の悪影響については，環太平洋精神科医会のニュ

ースレターに台湾の興味深い調査研究が掲載された。MJ Neeという 59歳の有

名なテレビ俳優が 2005年 4月に首吊自殺をしたことが大々的に報道されたが，

報道後にうつ病患者への面接を通しその影響が調査された。結果，最も影響を受

けたのは重度のうつ状態の患者で，報道後の自殺企図を含む問題行動の発生が調

整オッズ比で 7.81倍多かった。また報道前に自殺企図があった患者では調整ハ

ザード比が 11.91であった。報道の悪影響は最重度の患者に最も深刻に表れると

いう結果であった。

●

しかし一方で，向精神薬を処方する医師は悪口を言われないような準備が必要

である。症状，病態，診断に見合った適切な投与薬剤の選択，用量の決定，併用

薬の選択という一連の行為に対して，患者や社会への説明責任がある。しかも薬

物に関する基本的な知識はどんどん蓄積され，その理解にはより深い専門的素養

が必要となっている。本誌など専門誌の果たす役割は大きい。今回の「展望」欄

「薬理遺伝と相互作用の知識をどう使うか」は，その意味で時宜にかなったもの

である。最近の遺伝研究の知見が随所に紹介されながら，実際的な注意点がわか

りやすく書かれている。筆者，近藤先生が言われるように，代表的な相互作用の

例とそれらに関する基本的知識を持ち，リスクを承知のうえで併用し，予想され

る問題に対処することが精神科医の専門性を高めていくと思われる。 (S.I)
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